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１．研究計画の概要 

最新の睡眠研究の成果を基盤に、身体的・
精神的健康の増進を目的とした不眠予防・改
善のための包括的介入プログラムの開発・評
価を行う。併せて、研究手法として地域密着
参 加 型 研 究 法 (Community-Based 
Participatory 
Research: CBPR）を用い、住民参加による睡
眠の保健事業を開発する方策を検証する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1)コミュニティとのパートナーシップ形成 
CBPR の中心概念はコミュニティとのパー

トナーシップである。パートナーシップ形成
の第一段階として、協力地域において地域看
護実践者・行政関係者・研究者から構成され
る研究組織を設置し、参加者の合意を得て研
究を展開するための仕組みを作った。 
(2)協力地域における睡眠に関する市民参加

型集会の開催 
 睡眠に対する住民の関心を高めること、地
域住民と協働して睡眠に関する保健事業を
展開する上でパートナーとなる住民を幅広
く募ることを目的に、睡眠に関する市民フォ
ーラムを開催した。 
(3)日本および米国の地域保健におけるパー
トナーシップの概念の分析 

これまで米国ならび日本で報告されてい
る地域保健におけるパートナーシップに関
する文献を収集し、「地域保健におけるパー
トナーシップ」の概念分析を行った。 
(4)協力地域における睡眠の健康に関する質
問紙調査 

地域住民の睡眠問題の有訴率・睡眠習慣・

心身の健康状態・生活様式に関する質問紙を

作成し、郵送調査を実施した。 
(5)不眠予防・改善プログラム試案の作成 
海外文献および臨床での不眠患者に対す

る睡眠教育法を参考に、不眠を自覚している
協力地域の住民を対象とした不眠予防・改善
プログラム試案を作成した。 
 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
 協力地域を得るまでに時間を要したもの
の、計画は概ね順調に進行している。研究組
織を設置し、研究者・行政関係者双方が自由
にアイディアを出し合い、合意を得て実施し
ていく手法は、本研究のテーマでもあると同
時に、研究事業の順調な進展を推進する要因
であることが示されていると考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1) CBPR 展開の推進 

住民・地域看護実践者・行政関係者・研究
者間におけるパートナーシップ形成、CBPR の
進展状況について評価を行う。CBPR を展開す
る上での課題を明らかにし、CBPR 推進の仕組
みを作る。 
(2) プログラムの効果検証，精錬化 
作成した不眠予防・改善プログラム試案を

地域住民に実施し、効果を検証し、プログラ
ムの目標・内容・方法について吟味・検討す
る。 
 
５. 代表的な研究成果 



（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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